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大型構造物試驗機 と其の 實驗價値に就て
1

正 員 工學士　片 山

准 員　金　子

有 樹

叉 三 郎

　　　　　　　　　　　　　　　　Abstract．

AHydraulie　Te醐 Dg 　Machine　and 　Its　Exper 量mental 　Value，

　　　　　　　　　　　　　　　　By　A ．　Katayama ，
　Kog αku＄んゼ，　MTember，

　　　　　　　　　　　　　　　　and 　 M ，　 K 乱neko ．

　　蕊 hydraulic　testing　 machi 且 e　for　3，000 セm 　 compression 　 and
』1

，
500　 ton　 tension毛es 

was 　 ins士aUed 　 at 　the　Kure 　Naval 　Dock 　Yard
，
　in　Septe皿 beir　193 ．

　　　It　is　desigoed 　 and 　 cons もructed 　 with 　 the 　 Iates右 improvement 　 to　 suit　 the　tesもing　 of

ship
’
s　s恤 cture ．　the　same 　Iiue　with もhat　 installed　 in　 the “ Material・Prtifungsamt’，　 in

Berlin−Dahlem ，

　　 The 　prlncipal　dimensions　 of　the 　 m 乱 Ghine 乱re　 as 　 follow：
−

　　　Overall　length　of　the　machine 　when 　the 亀工e　8pind エes　are 　moved 　outward ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　28，
000mm

　　　E エtreme　wid 血h　o 葦the　machine ．　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 4
，
400 ’

　　　Available　 stroke 　 of 　ram 　a七 compression 　test．　　　　　　　　 up 　to　400 〃

　　 Available　stroke 　of　 ram 　a 七tension　te8t．　　　　　　　　　　 up 　to　500 ’

　　　Maximum 　length　of 　eompres8ien 　te8もPiece，　　　　　　　　　　 15，100 ”

　　　Maximum 　width 　of 　compression 　test　piece．　　　　　　　　　　　　　　　　 2
，
000　〃

　　 Maximum 　length　of　tension　test　piece．　　　　　　　　　　　　 12，100 〃

　　　Maximum 　wid もh　of　tension　test　piece．　　　　　　　　　　　　　 2，000 〃

　　　Accuracy 　 of 七he　m 乱chine ，　denoting 　error 　3％ a も 150 もons ， 三s　1％ tor　300　tons　and 　de層

creases 　to　O．15％ at 　the　maXimu 皿 10ad　for　tension　test．

　　 The 　 authors 　gtve　 a 　descrlpもion　about 　 iもs　mech 乱 nism 　 aロd　 opera ちion，　and 　 alsQ 　 on

eエplaining　the　results 　of　tests　for　riveted 　a 且 d　welded 　joinbS，　they　point　Qu 仁　もhe　i職 dis
−

pensable　value 　for　the ユ皿 odel 　testing　of 　co 皿 plicated　construction ．

1． 緒 耆

輓近鋼材構造物 は其の 彊弱理論の 發展．構成．材料其の もの S 研究進歩．費際使用の經驗と小型箕驗
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と相俟て 異常の 進歩發逹 を來 し ． 比 較的小な る材料寸法 を以 て 大荷重に 耐へ 得 る經濟的構造 を實現 し

得 るに至 りた りとは雖 も．純理論を以て取扱ひ 難 き複雜なる合成構造物は實物大 の模型實驗に據 らす

ん ば 、正 確な る解決 は不可能 な り。

　幸に 呉海軍工 廠遭船部 に獨逸 Berlln−Dahlem 所在 Materia1−PrUfungsamtの 大型構造物試驗機と同

型 の もの が新設せ ら冠た る を以 て 、 海軍に 於でも鎮鋲．．：鎔接購造 を充分實驗研究 し些少 な b と も其の

贅 を除き船殻全重量 を輕減 し般體餘裕重量を生出するに努めん と しつ s あ り。 茲 に本機の 機構 、性能 ．

作動及び本機に依 る
一二 實驗 の 成果 を發表 し以 て 將來本邦工 業界 に 於け る設計上 の 難問題解決 に廣 く

利用 の 素地 を作 り置 き度 き所存 な り。

11． 大 型構逍物試驗機 の 設備及び装置
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招 和 9 年．

毎干方糎 に f重．400 及 2
鱒氣壓 の 2一段 に 調 整 し得

90　 粍 ．

2，5x｝ 〃

400
』
瓩／糎

2

16 立

佳 友 新 居・濱 製 作 所 ．

同 　 　 　 　 　 　上

昭 　和 　9　年

12・odi）米
齟

2・flOO 〃

20 瓲

5 〃

　 獨 逸 Hanie1 ＆ LUeg 祀

　 昭 和 7 年 12 月

　 2・960米

　 254 粍

　 chrome 　 nickel 　 8teel

　 ユ20　 瓱1粍 2

　 110　 　 　 〃

　 20，500　 〃

　 1，500 瓲

機 　 　 　 構

董

　本大型構造物試驗機は獨逸 Hanie ！＆ Ltieg肚製造の Ber1洫 ・Dahleln所在 玉［謡 eria1 −PrUfungsamt

の 大型構造物試驗機に則 りた れども ． 數多の 改良を施 した る もの に して 其b主要な る黜 は ．

　（イ） 水壓喞筒の 容量を獪加 し試驗速度の 増大 を計 りしこ と、

　（ロ
』
） Dahlem 試驗機の 逕桿は 2 箇の 棒を nut に て 纉接 し 1 箇の 捧と な し居 る も、本器の 連桿は

1 箇の鋼捧 よ り造 り推力鍔を全長iに亘 り設 け試驗材の 長 さ を任意に選擇 し得 る様 にな したる こ と．

　（ハ ） 荷重指示壓力計の 外 に荷重延伸曲線自記裝置 を附加 した る こ と．

　（二 ） 艦船構成材の 試驗 に適 す る樣 に な した る こ と、

　（＊） 蓮桿支持用可動支桂 を 3箇に 増加せ る こ と等な り。

　本機の 溝造は第 一圖に 示 す如 く鋼材製の 基礎臺の 上 面主要部に 鍛鐵製滑臺を設 け ．該滑臺上 の 左側

に 水 壓力發 生機 を構成する壓 力主笛 D ．喞子 E ．Cross 　head　F を、右側に受力臺 B を配置 し、基礎

臺上 兩端に ．斜面内に 中心軸を有す る逋桿軸承丁 を取附け．之に挿入 された る 2 箇 の 迺桿 A に よ り

機髓主要部 を組成す 。
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　連桿 A 支持用可動支柱 G3 箇を等間隔に配 し以て連桿の 垂下 を防 ぐ。

　水 壓力發生部及受力臺 と連桿と の 結合 は 、固定 用　nut 　C を以 て 連桿の 錐力鍔に 締付 くる もの とす 。

　受 力ig　B は 下部 に roller を有 し、試驗材 の 長 さ に 應 じ、移動用電動機 M 及 w 。r 皿 gear 　N と

齒板 0　と の 囓合作動に 依 り、基礎盛上 の 水準 な る滑面上 を任意の 位置に 移動† 呂 と とを得 、 同時に

蓮桿支持用の 可動支柱 も移動す 。

　壓力主笛及び 喞子に 蓮結せ る Cross　head は下部 1（ rol10r を有 し．基礎壷 の 滑面上 に座乘す 。

　可動支柱 と蓮桿 との 間に は麈擦 を可及的少 くす る爲め、連捍は可動支柱 上に roller を以 て支持 さ

る。

　制 動笛 P は 2 箇あ り。 其 の 鍔付喞子 は連桿 Ava 連結 E れ居 り、試驗材破壌時反動力を受 くる役

をなす 。

　戻第 L は piston　cross 　head　F に 装備 し あ り。 試驗絡 了時壓力主 第叉 は 喞子 を舊位置に移動す る

に使用す 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　 （3） 作　　　　動

　本機の 特長 は抗張 ユ
，
500 聴、壓縮 3

，
000 唖の 2 種類 の試驗裝置 を有する點に して

， 其の 作動の 概

略 を衣に 論明す 。

　（イ ） 抗張試驗

　抗張試驗の場合は 第二圖に示 す如 く抗張試驗材 を縱軸 S の 把持金物 lc取附け． 受力 臺固定用及

piston　Cross 　head 固定用 nut 　C を締 付け ．壓 力主箭固定用 nut 　c を綾 め．而 して 壓力主笛に水壓

を加ふ れば pist。 n 　 cr 。ss　head　F は固定 され居 るを以て 、壓力主篤 は縱軸 を拌ぴ 左方に作動 し始め試

驗材に 抗張荷重 を傳逹す 。

　共の 際壓 力主第に 加へ らる S 水壓は壓力計 に 指示 され．豫め調整濟 の 壓力計目盛對荷重表 に依 り費

際試驗荷重 を決定す 。

　本試驗中連桿 は常に 壓縮 を受 くる に 依 り最大抗張試驗荷重を ユ
，
500 醜と定む 。

　樹壓力主笛へ の 逸水壓裝置 は telesc。piG　pipe式 に依 る もの に して ， 壓力主第移動す る も支障 な し。

　（ロ ） 壓縮試驗

　壓縮試驗の 場合 は第三 圖に 示 す如 く縱軸 S を左右に 拔き 。 壓縮板 W と piston　 Gross 　head 及 び

受力臺 との 闇に 球面支持器 H を取附け 、 壓縮試驗材を左右 の 壓縮板の 間rc挿入 し試驗片 の 中央を支

持器 Z に て 支持 す。 受 力臺及び壓力主笛固定用 nut 　C を締付 け、　 piston　cross 　head 固定用 nu 七 C

を綏め 、壓力主 笛に 水壓を加ふ れ ば 、 piston　cross 　head は右方に作動 し始め球 面支持器及び壓縮板

を通 じて試驗材に 壓縮荷重を傳逹す。

　其の 際連桿は常に 抗張を受 くる に 依 り抗張試驗 tc比 し安全 度大 とな る故 ，最大壓縮試驗荷重 を最大

抗張試驗荷重の 2 倍 3
，
eOO 聴 と定む 。
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大型構造rtts驗盤 と 其の 箕蛾債値に 就 て、 片r11有樹・金 手 又 三 郎 遡

　徇壓縮板は ro 恥r 附支臺上 に球面形接觸 に て 支持 され ．壓縮力傳達用球面支持器 と相俟て 壓縮板

の 移動抵抗 を少なか ら しむ 。

　該壓縮力傳逮用 球 面支持器 は凹 凸球面 よ り成 ゆ．凸球 面は 凹球面 に對 し圓形 衞帶tc て 球面 周 團 を水

密接觸 とな す 。 實驗 の 際に は凹 凸球面 の 聞隙部 に 水壓を逸入す 。

　此 の 球面支持器 へ の 逸 〜k壓装置は壓力主第頂部の teleseopie　pipe よ り膾壓器を經て 途水する もの

に して ．喞子 と凸球面 との 面積比 7 ：4 なる も増壓器 の 喞子面積比 7 ：4 な る を以て 、喞子 の 受 くる

壓縮 力は 凸球 面の 受 くる壓縮力に等 し』

　（ハ ） 附屬水 壓喞筒

　大 型實驗 に使用するフk壓は壓縮試驗 の 場合 tC　tt　400瓩！糎
2
、抗張試驗の 場合に は 200瓩1糎2

に して ．

水壓喞筒及蓄水機に 依 り所要の 水壓を供給す
。 其の 配管裝置 は第四圖に 示 す如 し

。

　（二 ） 附屬壓力水槽及び戻水 糟

　壓 力水槽 は壓搾室氣 を利用 し最大 4氣壓の 水を貯藏 し得 る もの に して 、實驗前 に 壓力主 笛を滿水す

る に 使用 す 。

　戻水櫻 は實驗中水壓喞筒 を經て 蓄水機 tc至る水 の 貯藏 ．及び 實驗絡 了後壓力圭笛 の 位置復歸 に 拌ふ

主 籥内の 歸 り水 を壓力水 槽經由貯藏す る に使用す 。 其の 配 管裝置 は第 四圖に 示 す如 し。

　（ホ ）　機械操縱所

　操縦所
’
は構造物破壞試驗時．破斷鋲等の 飛來に 因る被害 を防 ぐ口的に て 、數箇の slit を有す ろ厚 さ

10 粍 の 防禦鈑 を以て 國 まれ 、前面に 數種 の 壓力計 を配 し、中央部に 各種操縦奪の 設備あ り。 其の 配

管裝置は第四圖に 示 す如 し。

　　　　　　　　　　　　　　　　　（4） 精 度 の 調 査

　大 型椿造物試驗機組立後 、 本機の 作動状態を檢査 の 結果良好 な る を認めた る を以 て ．精度調査 に は

本機の 抗張試驗裝置 に calibration 　rod を取附け 、 其の 中央に 延伸量測定用 Marten ，
s　 extensometer

を配備 し．荷重上昇又 は下降要領は 200 氣壓壓力計目盛 （200氣壓壓力計の 目盛は 300 に 等分 し

あ り）10 より 40 迄 を 10 目盛宛 ．40 よ り 285 迄 を 20 目盛宛に匝別 して 行ひ ，是等の 荷重に

よ る calibration 　rod の 延伸量 を計測 し其の 誤差の 算出は弐式よ り求む 。

P − P ・

× 100 ％
　P ，

P ； pA
− R 　理論 的荷重

p ＝ 壓力計に示 し た る實際壓力

A ＝ 喞子の 面積

R ＝ 動的摩擦抵抗力

Pi　 ＝ calibration 　rod の 延伸量よ り求 めた る荷重
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　其の 結果抗張試驗時に於け る精度は第五 圖に 示す如 く ． 荷重 150 醜附近に 於て輩差約 3％ 、荷重

300醜に於て誤差 1％ 、荷重 1
，
400 醜に於 て 誤差 0．15 ％ な る事 を確め得た り。

　樹 本機 の 摩擦抵抗力は弐 の 2 種 に 就 き計測せ り 。 皀卩ち無 負荷歌態 に 於 け る靜的麾擦抵 抗力 は 無 負荷

の 儘壓力圭笛内に水壓 を加 丶 ．壓力主笛の 移 動開始時の 壓力 を計測 し、之 よ リヱF均値 3．5 醜を得 。 負

荷歌 態IC於ける動的廏擦抵抗力は精度調査 の 際討r測せ る荷重上昇時及び下降時に於ける　 ealibration

rod の 仲縮に 因る scale の 讀みの 差の 牛 SXtc相 當する もの と して 算出 し、平 均値 5，1 醜を得た り。

（第 五圖參照）

III． 實　驗　成 績

　　　　　　　　　　（1） 大型 と小型 との板 状鋼材抗張試驗成績比較

　第 六 鬪 に 示 す如 き形朕簡單に して 撃力上 相似な る大小板歌試驗片 の 成績 を比較す る 目的 を以て 、大

型 試驗片 を 3，000 醜大型試驗 踵に て 、小型試驗片 （J．E ．　SJ を 50 醜 BUcktJn 試驗機 に て 、夫 々

試驗 した る に 兩試驗片 の 抗 張力 、延伸率 に 於 て は相 似則 を略 1 適 用 し得 る こ と を認 めた り 。

　大型小型試驗片標點距離の 決定 は
一般相似則 （標 黜距離 コ 0 Ψ横斷面積 ） に 依 る もの に して 、共 の 試

驗成績は次表の 如 し。

大型小型試驗片の 寸法及試驗成績表

種 類
試驗片
符　號

D ，S．鈑
厚 さ（粍 ）

幅 （粍）
療點間距離

延　伸　率　％
挙行部の

長 さ（粍） 五＝8．2ゾ 斷面 積
降伏 點

瓩〆粍
霆

抗張力
瓩1粍 2

間 隙 を 含 む
間 隙 を

含 ま ず

大　型

試験 片
54 12 784 880 800 37．7 60．9 23、0 21．3

小 　 型
一

驗 片

BS 　1

　 〃 　3

　 〃 　5

　〃　 6

挙 　均

〃

〃

〃

〃

〃

50

〃

〃

〃

〃

220

〃

〃

〃

〃

200

〃

〃

〃

〃

36．436

ユ

36．235

，336D

62262

．26L8612619

雪2．622

．619523

．222

．0

2【，92

：，818922

．1212

　　　　　　　　　　　　　（2） 鋏鋲及 鎔接構造 物 の 試驗 成績

　前項比 較試驗の 如 く形欺簡單 に して 單 一内力を生 卞る試驗に 於て は計晝上 小型試驗成績 を採 用 し得

る も、 複雜な る構造物に して 各部 に夫 々 異種 の 内力 を同時 に生 じ共の 歌況 よ り最 も經濟 的な る机上計

聲 をな し難 き もの ．構造上 小型試驗片 に て は實驗不可 能なる もの 、工 作技術 の 影響 を確認せ ん とす る

もの 等は大型試驗片 に據 る を便利 とす 。

　（イ ） 鋏鋲構造

本試験片聯 六 鬪 に 示 す鱒 DS ・鈑；・ b・und ・・y ・t・ip 瞰 鋲｝・ て 取附け，融 ・七・ip　li… を
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、　 片山 有樹

・金子 又 三 郎 聖 」

設け．有效破斷面積を母 罷の O．903 に 計笠せ る もの に して 、共の 材質寸法及試驗成績等 は衣表 の 如 し。

　　　　　　　　　　　　　　　　試驗片材質寸法及試驗成績表

試 驗 片 D ，S．鈑
Boundalys 七rip 隔　壁

strip
S右rip1iner

實際有
降伏貼 抗 張 力

延仲率
％撰點

計算に よ

る 母 體 に

號 厚 さ粍
幅粍

皈．S銀
厚 さ粍

MS ．鋲
徑 　粍

鋲距離
MS ．鈑
厚 さ粍

DS ．鈑
厚 さ粍

H 工 ．鋲 鋲

徑

　　　數

粍 （片側 ）

敷破 斷
面 積比

瓩！粍
2

瓩1塩…
2

距 離 2
米 に 付

對 す る有

效比

422566512197D10 ． 18224 本 0、92403 61．93 ．30 ．901

43 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 385 59．95 ．10871

唱 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 38、8623 乳80 ，950

平 均 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 39．26L45 ．40 ，907

481278410167D1012193 本 0，92442 60．04 ．0308S5

49 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 0．91432 59．04 ．220875

50 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃

「
414 57．2 生53 α8壬7

準 均 〃 グ 〃
〃

〃 〃 〃 〃 〃 0．9工342 ．9558 ．74260 、869

boundary 　 strip は strip 　 liner に 鎔接 す

鋲焼濫度　　　　　M ．S．　　　 1，1GO°G

（重 油 爐 に 依 る ♪　　H ．T ．　　　 1，00（尸G

鉉 鋲 法 　　　　　相　打

空 無壓力　　　　971bs．1ロ’t

備 考　計 算 に 依 る 母 體 に 對 す る 有效 比

　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 大 型 試 驗 片 の 抗張 力
　 　 　昌買 際 有效破斷面 積 比 x

　 　 　 　 　 　 　 　 小 型 試 驗 片 の 抗 張 力

　　　　　　　　 釵鋲部 の 有效破 斷 而 積
買 際 有效 破 斷 両 積 比 ＝

　 　 　　 　 　 　 　　母 體 の 斷面「積 （Bxt ）

　實驗の 結果、厚 さ 25 粍試驗片 は母體に對 す る實際有效破斷面積比 0，92 に 對 し ． 母 髑に封す る實

際 肩效比

’
U．907 に し て 計算 よ り幾分減少 す 。

　之 は歪分 布岡（第 六 圖 ）tc示 す如 く strip 　liner 取附部 の 歪 量 は strip 　Iiner の もの よ ゆ小な b 。 皀口

ち兩者の 延伸度異な るた め其 の 端の 鋲 IC於て著 しき内力を起 し變形す るに至 りて 該 鋲 最初に剪斷 し ．

順次 1 本宛剪斷 し途 に 母 體の 鈑縁 よ り boundary 　strip 取附鋲 列に溜 ひ 破斷す る歌況 な り。

　厚さ 12 粍試驗片は母 體に樹 す る實際有效破斷面積比 0．913 に樹 し． 母 體 に 姆す る實 際有效 比

0．869 に して 計算よ り稍減少す
。

　之 は歪 分布圖 （第六 圓） に示 す如 く strip ！iner の 歪は殆ん ど現れ ざる も strip 　liner 取附部 の 歪

量は概 して 大 な り。 皀卩ち爾者 の 延伸度に大差 ある爲 め兩端の 鋲に 於け る母體 の 鋲孔は大 なる内力を起

し．其の 變形著 しくな るに至 りて該部母體に 纏裂を生 歩る と同時 tc母體鈑縁よ り boundary 　strip 取

附鋲 に滑 ひ破斷 し始む る欺況 な り。

　以 上 2種 の 試驗片の 破斷歌況 よ わ見る に ．計晝通 りの 彊度を得 られ ざ りしは ． 母 體の 厚さ と strip

linerの 厚さ及形題と の 關係に起 因す る もの と思考す 。

　（・ ） 鎔接構造

　 本試驗片 は第六 圖 に示す 如 き D ．S，鈑 を中央縱 方向に鎔接 し．鎔接捧 を “1．　S．材用米國製 Sure

weld 樺 （抗張力小 ．延伸率大な る もの ）と、D ．S．材用英國製 Murex 　welding 　proGess 棒 （抗張力

N 工工
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凶L 講 演

大 、延伸＄小な る もの ）とを使用せ e もの に して 、，其の 形状寸法及び成績等は次表の 如 し。

試驗片材質寸法及び試驗成績表

試驗片

番 號
鎔 接 棒 種 類

磯 幅粍

試 験 片 D，S．鈑

　　　　 李行部
　 　 　 　 の 長 粍

療　點
距 離粍

降伏點

瓩1粍2

層
抗張力

瓩1粍2

延伸率

　％

龜裂の 生

じた る荷
重

瓩 ノ粍
2

母材の 成績
よ ロ計算 せ

る實際抗張

力比

U M ．s．材 用 米 國 製
Sure　 weld 棒

650063558038 ．758 ．2
齟
9．4564 0、922

10D
．s，材 用 英 國 製

瓢 ure 瓦 welding 　pro−
cess 棒

〃 〃 〃 ”

　 1
　 し

336i4 ’95 ．5449 0．768

「鎔 接 棒 種 類 電 弧 電 麗， 電　　流 AU 　deposit　metal の 成 績
一

sl
　
I　
ー
ISW ・　 4 粍 2D〜25V80 褐 5A

鎔 接 棒
降 伏 點
瓩1粍9

抗 張 力
瓩1粍2

延伸 率 ％

G五；50 粍
1
｝LW ．P 、 曲 粍 20 〜 25V90 角一96A

S．W ． 35．3 45．2 32．5

鎔接羅 　 　 　 10kwA ．C．

鎔接憂領　　　V 型 60° 問隙 2粍表面 ．

　　 　 　 　 　鎔接後裏 面鎔接

M ．w ．P． 　　　 154．4
　　　 1

　　　 1
64、1　 【　 瓢 5
　 　 　 旨

　試驗威績は豫想通 り．前者 を使用 せ る もの （母 材 に對する實際抗 張 力比 0．922） は 、後者 を使用せ

る もの （母 材 に 對する實際抗張力比 O．768） よ りも試驗片 の 抗張力大 な る こ とを確認 し得た り 。

試驗片の 破壞1伏況 は最初鎔接部 に 櫃裂を生 じ始む る もの に して 、其の 時期は後者 M ．W や を使用せ

る方 ． 前者 S．W ．を使用せ る もの よ り も早 く．該題裂部 よ り破壌 し始め途 に 鈑縁に 及ぶ欣態な り。

　歪 分布鬮 （第六 瞳1）に 示 す如 く．鎔接部附近の 歪量は少 く．順次 増大 して 飯縁附近に於 て 一定 とな

り、又硬度 も鎔接部附近は増大す る點 よ b見る も、
工 作上 必然的に 材質の 變化す る もの 翼 試驗に は 。小

型試驗片に て は其の影響程度を求 め難 し。

IV． 結 言

　前蓮 の 實驗成績 中 、 鋏鋲構造物に於ける補張 strip 　 liner取附各鋲の 受 くる内力の 不均一一・・
−

strip

linev と母 體と の 歪量の 差異 ． 母 體に 於け る strip 　 liner 取附各鋲孔 の 變形 の 不 同．叉鎔接構造物に

於ける鎔接部附近の硬化 ．及び歪量の 減少等の如 く工 作上必然的 に起 る材料性質 の變化の 類 は大型試

驗に據 り甫め て 信頼性の ある實驗値 を得 らる 」 もの に し て
． 更に 一暦復雜なる鋏鋲、鎔接 ．混用構造

物 、構成梁 、 柱等 の 實驗に 當 り實物大 の 試驗片に據る を要する場合 自ら本機 に據 らざ る べ か らす 。

　當部に於 て は既 に 數十箇の 鋏鋲、鎔接 、構慥 物 の 抗張實驗 を施行 し、其 の 成果は實艦設計に 資 しつ S

あ り。 將來 の 研究事項累積 し日 も爾足 らざる状態な り。

　以上本機 の 概要 を紹介 した る次第な り。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （絡 ）
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大 型 構 造 物試驗 機 と其 の 實験側値 に 就 て
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大 型 欝造物試驗槻 と其の 實驗｛賈値に 就 て 、 片山 有樹・金子 又 三 郎 ご竺」

討
’

O 會長（藤島範夲君）　 只今の御講演に 封 しま して 御質問．叉は御意見の あ る方はあ りませ んか 。

O 鹽田泰介君 成程大 きな試驗機では あるが 、
100尺 もある試驗機は如何に も大 きな もの で あ るが ．

船體の 強力の參考にな るが ．構逶 の
一部分の sample を試驗す るに過ぎな い 。 船體の 構造は非常に複

雜な もの で あ ります。 斯 る物 の 一部分 を何 う して 般體張力 に 入れ るか 、 何 うもよく判 らな い の で 一例

を伺ひ度い の で す 。

O 金子又ミ 郎君　 只今御話致 しま した樣に 、此 の 機械は艦船の構造を試驗する樣にな つ て 居 りま

す。 例 へ て 去へ ば外板 の tension を受け る 時 を考 へ ます と、1strake を完全に取 り得ます し．恂

seam の 入 つ た ・2strakes に亙 る もの も．實驗する に 差 支 へ な く、更に trans▽erse 　member が 入 つ

て も、實驗出來ます。 只 今 の data は基礎的の もの に して 、本機裝備後一年以 内な の で 御滿足 を與 へ

る樣 な物は無か つ たか も知れませんが ．目下 色 々 の 計書を進 めて 居 り次 々 に複雜な case に入 る積 り

で あ ります 。

O 山口 増人君　
一寸御尋ね致 しますが ．斯 る御研究は民間に御發表出來ますか 。

O 金子 叉≡郎君 私の考で は海軍當局の 御考で 必要と見れば 、當然發表 される と思ぴ まず。 尤も槻

密に 亘 る もの は別で すが 、他は當局の 御考で發表出來ると思ひ・ます e

O 會長 （藤島範卆君）　 何方か御質m はあ りまサんか 。

・… 無い 樣で あ りますか ら講演者に 一言御

禮 申上げます。 海軍に於て大型試驗機 を臭に備付け られた事は豫ね て承つ て知 つ て居 りま したが ．如

何な る もの か造船協會 々 員の 知 り度い 所で あ りま した 。 今度其距能 に就き發表 の 許可 を興へ られた る

海軍當局に對 し．又御講演下 つ た兩君に對 し厚 く御禮申上 げます。 本試驗機は大 きな もの で あ ります

るが 、備付けに な つ て以來時 日も徇短 く未だ各種の試驗 をな さ つ たの で はな い樣で あ ります るが 、其

用途綜多岐に 亘 り．之に依 り將來艦艢 の 設計及び建造上 に 、貢 獻する事多大な る もの ある を．疑はな

い の で あ ります 。 只斯る大型試驗機は各處に備付け得 られ る もの で あ りませ ん故 、 海軍で は出來るだ

け其試驗成績を發表に な り、 又は場合に依 りて は其使用 を民間に も許されて 。其利用の廣 く行亘る樣

に 希望致 します。 講演者に 封 し拍手 を以て 感謝の意を表 し度い と思ひます。 （一同拍手）
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